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三洋化成工業株式会社

１.経営成績

（１）当社は『新中期経営計画２０２５』で掲げた高付加価値事業への転換を図る事業ポートフォリオ改革の

      実行を通じた基盤事業の収益力強化に取り組みました。また、サプライチェーン全体の効率化を目的

　　　とする「ものづくり大改革」の継続的推進や生産設備の統廃合・集約化に取り組む「生産設備改革」の

　　　推進等にも注力いたしました。

（２）連結売上高は、高吸水性樹脂事業からの撤退や安価な中国製品との競争激化の影響などにより、前期比

　　　１４３億円減（同１０．１％減）の１,２７８億円となりました。

（３）利益面では、半導体分野の好調に加え、上記事業撤退による収益性改善やサプライチェーン全体の効率化

　　　などにより、連結営業利益は前期比１５．６億円増（同１８．６％増）の１００．０億円となりました。

　　　また、連結経常利益は持分法投資損益が大幅に悪化(▲６.０億円)したものの為替差損益(１３.５億円)

　　　等により前期比２５．８億円増（同２６．７％増）の１２２．５億円となりました。

　　　親会社株主に帰属する当期純利益は、当社の連結子会社であったＳＤＰグローバル株式会社の吸収合併

　　　に伴い、同社より引き継いだ税務上の繰越欠損金及び将来減算一時差異等について、繰延税金資産の回

      収可能性を慎重に検討した結果、法人税等及び法人税等調整額を含む税金費用（益）を計上したことな

　　　どにより前期比１１４．８億円増（同２７６．６％増）の１５６．３億円となりました。

　　　なお、高吸水性樹脂事業からの撤退に伴う事業構造改革費用は当期は減損損失等で４．２億円（2023年

　　　度からの累計額は１３８億円）を計上しました。来期以降で計上予定の１０数億円を含め、総額では

　　　１５０億円程度に収まる見通しであります。

（単位：億円）

増減 伸び率(%)

１,４２２ １,２７８ △  １４３ △１０.１

８４.３ １００.０ １５.６ １８.６

５.９ ７.８ １.８ ３０.４

９６.７ １２２.５ ２５.８ ２６.７

４１.５ １５６.３ １１４.８ ２７６.６

３.０ １０.６ 7.6ﾎﾟｲﾝﾄ ２５０.８

４.８ １０.６ 5.8ﾎﾟｲﾝﾄ １２２.２

２.セグメント別連結売上高
（単位：億円）

売上高 構成比(%) 売上高 構成比(%) 増減 伸び率(%)

生 活 ・ 健 康 産 業 関 連 ３０６ ２１.６ １７５ １３.８ △  １３１ △４２.８

石 油 ・ 輸 送 機 産 業 関 連 ４９２ ３４.６ ４８３ ３７.８ △  ９ △１.８

ﾌ ﾟ ﾗ ｽ ﾁ ｯ ｸ・繊維産業関連 ２６８ １８.９ ２６５ ２０.７ △  ３ △１.２

情報・電気電子産業関連 ２０９ １４.７ ２２５ １７.６ １６ ７.７

環 境 ・ 住 設 産 業 関 連 他 １４５ １０.２ １２９ １０.１ △  １６ △１１.３

合　　　　計 １,４２２ １００.０ １,２７８ １００.０ △  １４３ △１０.１

３.セグメント別連結営業利益
（単位：億円）

増減 伸び率(%)

生 活 ・ 健 康 産 業 関 連 １.７ △１.６ △３.４ －

石 油 ･ 輸 送 機 産 業 関 連 ３９.７ ５６.２ １６.４ ４１.４

ﾌ ﾟ ﾗ ｽ ﾁ ｯ ｸ・繊維産業関連 ２８.６ ２４.３ △４.３ △１５.０

情報・電気電子産業関連 ２５.３ ３５.９ １０.６ ４２.０

環 境 ・ 住 設 産 業 関 連 他 ０.０ △１.２ △１.２ －

全 社 費 用 （ ※ ） △１１.２ △１３.６ △２.３ －

合　　　　計 ８４.３ １００.０ １５.６ １８.６

※全社費用は、各報告セグメントに帰属しない新規事業に係る研究開発費です。

'25年3月期 '26年3月期 前期比

前期比

　Ｒ　　Ｏ　　Ｉ　　Ｃ　（％）

'26年3月期'25年3月期

　営　　業　　利　　益　　率　（％）

　経　　常　　利　　益

　親会社株主に帰属する当期純利益

　Ｒ　　Ｏ　　Ｅ　　（％）　　

２０２６年３月期　決算の概要

連　結

前期比

　売　　　 上 　　　高

　営　　業　　利　　益

'25年3月期 '26年3月期

－ １ －



４．連結営業利益の増減分析（前年同期比）

５．連結海外売上高の推移

６．配当の状況

　２０２６年３月期の期末配当は、１株当たり８５円（年間１７０円）とする予定であります。また、次期の中間配当

および期末配当については、長期的かつ安定的な配当の維持・向上を目的として、配当方針を原則累進配当に変更いた

しましたので、これに伴い、年間で１株当たり５円増配しそれぞれ８７.５円（年間１７５円）を予定しております。

１株当たり配当金（円） 配当性向

中間 （連結）

２０２３年３月期 ８５.０

２０２４年３月期 ８５.０

２０２５年３月期 ８５.０

２０２６年３月期 ８５.０

８７.５

１７０.０

年間期末

９０.５％

６６.０％

１７０.０ -

１７０.０

８５.０

８５.０

８５.０

１７０.０

２４.０％８５.０

　２０２７年３月期（予想） ８７.５ １７５.０ ４３.０％
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－ ２ －



７．２０２７年３月期業績予想（連結）

 ２０２７年３月期の連結業績については、中東情勢の緊迫化により原料調達や販売数量等への影響が発生

する可能性がありますが、現段階では状況が流動的であり、合理的な影響を把握することは困難であるため、

業績見通しには織り込んでいません。一方、売上高は、原材料価格上昇分の価格転嫁などを織り込むことで

1,500億円(前期比17.3％増)となる見込みです。また、営業利益は、構造改革や高付加価値製品の拡販による

増益効果が見込まれるものの、成長事業への先行投資に伴う費用増等もあり、前期並みの100億円(前期比0.1

％減)を見込んでおります。経常利益は、為替差益の減少などにより115億円(前期比6.2％減)、当期純利益は、

税金費用減少の影響がなくなることなどにより90億円(前期比42.4％減)を予想しております。

（単位：億円）

１,５００

１００

　営　　業　　利　　益　　率　（％） ６.７ △１４.４

１１５

９０

５．７％

４．７％

<業績予想の前提条件> 為替レート：１５５円/＄、国産ナフサ価格：１１５千円/KL

'27年3月期
前期比

増減 伸び率(％)

　売　　　 上 　　　高 ２２２ １７.３

　営　　業　　利　　益 △  ０ △  ０.１

△1.1ﾎﾟｲﾝﾄ

　経　　常　　利　　益 △  ８ △  ６.２

　親会社株主に帰属する当期純利益 △  ６６ △  ４２.４

　Ｒ　　Ｏ　　Ｅ　　（％） △4.9ﾎﾟｲﾝﾄ △４６.２

　Ｒ　　Ｏ　　Ｉ　　Ｃ　（％） △5.9ﾎﾟｲﾝﾄ △５５.７

８．主な設備投資と減価償却費

（１）設備投資額（検収ベース）、減価償却費の推移

　（単位：億円）

'26年3月期
'27年3月期
（予定）

 設備投資額 ６２ １０２

 減価償却費 ８９ ８６

（２）主な設備投資（検収ベース）

(単位:億円)

投資アイテム 総投資額
'27年
3月期

'28年
3月期
以降

ウレタン製品製造設備 ４.８ ４.８ -   

微生物発酵・精製設備 １０.６ １.３ ９.３

三洋化成工業
株式会社

2027年2月

2028年1月

連　結

稼働時期

－ ３ －


